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鹿児島湾内産主要魚類の漁況と環境要因

についての研究一Ⅲ

「パシヨウカジキ」漁況と海況

玉利達夫，田ノ上豊隆

StudiesontheRelationbetweentheFluctuationinCatchandthe

EnvironmentalFactorsofthePrincipalFishesinKagoshimaBay-I

IntheFisheriesof‘‘恥"”〃〃"ｓｏγ”"ｵαﾉｉｓ

（TEMINcK＆ScHLEGEL)，，andSeaConditions
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鹿児島湾に於ては夏季から秋季にわたって，毎年Ｌパシヨウカジキー|の群が湾内部まで
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Fig.１Mapshowingfishing-ground．

洞源して来，沿岸の定置網及び流刺網で漁獲

されている．

Ｌバシヨウカジキ-1がカジキ類中最も沿岸

性であることは中村氏の報告(')で明らかにさ
れているが，此の様に湾奥部まで洞溝して来

るのはおそらく全国に類をみない現象と思

う．叉1954年秋の漁獲魚中には放射能数百

カウントが検出さ〕れ.，廃棄処分にされたもの

が数尾あり，之等カジキ群の来溝に関しては

極めて注目されている．

湾内の漁獲量は年1万賃程度であるから,湾

内漁業としての経済的価値は鞘低いが，前述

した様な意味で，生態及び漁況と環境条件と

の関係を究明する事は意義ある事と考える．

従って，鼓に1952年から1954年までの漁

獲量と1953年３月より実施している湾内定期

海洋観測の資料に基いて若干の考察を行った

結果を報告する．

２．漁況及び体長組成
６

本湾内で,使用する流刺網の構造砿は，深さ３尋位の帯状の綿網を用い，浮子は水面に浮
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上しているが，網堀は沈子を用いな

い．夜間Ｌバシヨウカジキ-1が水面

近く浮上して来，網に纏落したもの

を漁獲する趣向の漁具､である．

流刺網の主要漁場と定置網の設置

位置，海洋観測の定点を第１図に示

した．

漁期は大体Ⅷ～Ⅲ月の間である

が，両漁具の内定置網の初漁は梢早

く，終漁期は遅い．

刺網船の漁場はⅧ～Ⅸ月初旬は根

需
鼠
も
Ｌ
名
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ⅥⅦⅧＩＸＸＸ１畑

ノ”"鋤 占～大根占沖，Ⅸ月中旬～Ｘ月中旬

Fig.2．Numberｏｆｔｈｅｃａｔｃｈｂｙｔｈｅｓｅｔ－ｎｅｔａｎｄｔｈｅは喜入沖から今和泉沖の５０～６０ｍ
。ｒｉｆｔｎｅｔｉｎｅｖｅｒｙｍｏｎｔｈｆｒｏｍｌ９５２ｔｏｌ954.

-1952,6...1953,-｡一画１９５４ 水深の海区が中心となっている．Ｘ

月下旬には漁場は知林島以南に移り，Ⅲ月初旬に終了する．

漁獲量は第２図に示すように，定置網の場合は1953,1954年はⅢ月，1952年はⅨ月，

流刺網では例年Ⅸ月が夫交最高を示している．

体長組成は第１表にみられる通り，体長範囲は140～200ｃｍの広範囲にわたり，150～

170ｃｍが大部分を占めている．月別にみるとⅨ月は140～170ｃｍ，Ｘ月は１４０～１８０ｃｍ陵

Ⅲ月は140～190ｃｍ，が夫奏大部分
Table１．Ｂody-1engthcompositioninevery

を占め，大型魚はＸ，Ⅲ月にみらjI'し
month.（1954）

ろ．

…謡｣跡｡"いｗ１伽1雌魚であ…鳥x月嶋
Frequency 三一放射能の検出されたのは定置網の

３．海況の変動及び考察

Ｌパショウカジキ１は夜間表面に浮上するが，昼間は中層に棲息している場合が多いか

ら，群の来溝や漁獲に影響を及ぼすのは表面と，季節によって比較的変動の激しい５０ｍ

層附近までの海況であると考えられる．そこで1953,1954年の毎月上旬の海洋観測値を

各月上旬の代表値と見徹して,表面と50ｍ層の水温,塩分を第３図に示しその変動を観察し
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８ ０ ～ ９ ０ Ⅲ月３尾位で定置網漁獲数の３％程

度であった．検出量は100～200力
1６

ウント､であった．
３４

薩摩全陰島の野間池，ｊ､浦の定置網
4６

１２で同時期湾内のものと略同大のＬ（

４シヨウカジキー1が漁獲さ〉I'しており，

５此の中には放射能200カウント位が
３

1９１４５１５４１１１８検出されたものもあった．Total
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た。図中1鮭，７鮭，
'2註は夫麦定置網

漁場，大根占沖漁

場，喜入沖漁場の

定点であり，各漁

場の特性を知る目

安とすることが出

来よう．

図によって，水

温，塩分の変化状

況をみると，表面

水温は両年共Ⅵ，

Ⅶ月は各点２２～

23.c，Ⅷ，Ⅸ月は

29.c以上の高温に

達するが，その后

漸次降下しⅢ月始

めには19～20.ｃに

低下している．５０

ｍ層の水温は1953

年のⅥ，Ⅶ，Ⅷ月

は17～19.cで比較

的低温であるが，

Ⅸ月以后は急激に

昇温し，１，７点は

Ⅸ月に最高の25.ｃ

台に達し，以後漸

次低下しⅢ月には

17～18.cの低温と

なっている．１２点

ではⅨ，Ｘ，Ⅲ月

まで22～23oc･でほ

とんど変化がたく

Ⅲ月は前二点と同

様18･c台に低下し

ている．

1954年はⅥ,Ⅶ，

常注．１

７

１２

lat、３１．－６．０１Ｎ

〃31.-17.4'Ｎ

〃31.-22.7′Ｎ
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Fig､3．Distributionoftemperature（｡c）
andsalinity(%｡）ａｔｓｕｒｆａｃｅａｎｄ５０ｍＩａｙｅｒ（1953,1954）
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Ⅷ月には１点が20～23。c，７，１２点は18～20.ｃで前年に比し共に精高〈，Ⅸ，Ｘ月は１画、

7点は２２～24.ｃで最高註示しⅢ月から漸次降下している．１２点はⅨ，Ｘ月は２１～22.ｃで

前の二点に比し梢低〈，Ⅲ月は２３°Ｃで最も高くなっている．

塩分は５０ｍ層は各点共３３～３４％０の範囲で大きな変動はみられ,ない．1953年は各点共、

Ⅸ月に最低を示している．1954年は１点がⅧ月，７，１２点はⅢ月に最低がみられる。

表面は各点共変動が激しく，Ⅶ，Ⅷ月は２９％０台の河川水や雨水の影響による低鹸ﾌkが

みられるが，Ⅸ月以后は何れ＆漸次高餓となり，Ｘ月は３２％０台になってＷる．１２点は

梢遅れてⅢ月に３２～３３％0程度に達している．

以上の結果からⅥ～n月の海況の変動を溝察すると，大体Ⅸ月始め頃から中層水は比較

的高温，高鹸とたり，その上昇は湾口附近で早い．表面はⅨ月以后水温は漸次降下するが

塩分は逆に高餓とたっている．

即ちⅨ月頃から外洋ﾌkの湾内流入勢力が強くなって来る事が判る．叉此の時期の中層ﾌｋ

の昇温は特に目立っている．

次に定置網，流刺網の最盛期の水温，塩分を１，７，１２の各点についてみると，１点は

20～24。ｃと３３～34.5％０，７点は２３～29.ｃと３１～34%０，１２点は夫安２１～28｡c，３０～３４

%０の範囲であり，何れ､の海域に於ても中層水温は20.ｃ以上である．刺網漁場，定置網Y魚

場の表層水温は夫麦24～29。c，２３～24.cで定置網漁場が梢低い、

Ｌバシヨウカジキ-1の湾外に逸散する時季に於ても中層水温の低下は認めらjI1たいので

Ｘ月頃からの表面水温の降下がその直接の原因では左いかと考えられる。

塩分､の分布範囲を観察すると，表層附近はかたり低餓であるので，塩分に対する適応性

は広い事が窺知出来る．

海況の変動から加溝状況を推察すると加鹿児島沿岸には夏季水温の最も昇温した時期に

岸近くまで来勝し，その一部は初秋外洋水の勢いの増大に伴って湾内に洞溝して来るが，

晩秋表面水温の低下と同時に湾外に逸散し，沿海を去るようである．その后の洞溝はまだ、

明確にされていないが，本学部の盛田氏が魚釣島方面でカジキ類延縄試験を実施した結果

では同島近海はⅣ月最も漁獲の多い事及び水温の上昇に伴って北方え洞溝する事を認めて

いる．中村氏の報告に於てもⅣ月からⅦ月頃台湾近海に多く棲息し，この時期産卵が行わ

れている事をのべている．鹿児島沿海の群と之等の群では洞溝に関連がある様に老えらji'し

る．鹿児島湾の来溝群については生殖腺の調査が充分でないためＬバシヨウカジキ-1群が

何jrlの目的で来溝するか明確でないが，現在まで卵，稚魚が採集されていたい事からみて

索餌洞溝群と推定される。

放射能魚の漁獲状況から洞瀧を推定するのは興味ある問題であるが，充分な資料が得ら

れたかったので良く判らない．しかし魚釣島周辺よりも更に広範囲にわたる氾濫を行うの

ではないかと推察される．

4．要 約

鹿児島湾のＬパシヨウカジキー|漁況と海況について考察し次の結果を得た．

漁期は湾口がⅧ～Ⅲ月，湾内部がⅨ～Ｘ月である。

Ⅸ月に外洋ﾌkの勢いが増大し，中層のうk温が上昇し20.ｃ以上になると湾内部に７回瀞して



来るｄ

表面水温が23.ｃ以下に降下すると湾内部から離散する．

盛漁期の水温，塩分は表面が23～29.c，２９～33.7%０，５０ｍ層は20～25oc,３３～34.5%・

の範囲であった．

体長範囲は140～200ｃｍであり，150～170ｃｍが大部分を占めていた．

終りに本報告の御校閲を賜った金森政治教授，魚体測定に御援助を戴いた南海区水研の

古藤カ氏，資料を提供された佐多町，根占町の漁業協同組合の方麦に感謝の意駐表する。
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R6sume

Ontherelationbetweenthefluctuationinthecatchofsail-fishandthe

seaconditionsinKagoshimaBaythefollowingresultswereobtained・

Ｆｉｓｈｉｎｇｓｅａｓｏｎｉｎｔｈｅｍｏｕｔｈｏｆｂａｙｗａsconfinedwithinthetermfrom

AuｇｕｓｔｔｏＮｏｖｅｍｂｅｒａｎｄａｔｔｈｅｉｎｓｉｄｅｏｆbay，SeptemberandOctOber・

Ｔｈｅｍｏｒｅｄｏｍｉｎａｎｔｔhemixingratioofoceanicwaterbecame，themore

possibleitbecameforsail-fishtomigrateintotheinsideofbayinSeptember・

Thewatertemperatureandsalinityｉｎｔｈｅｓｅａｓｏｎｏｆｍａｘｉｍｕｍｃａｔｃｈｌａｙ

ｗｉthin23～29.c，２９～33.7%orespectivelyinsurfaceand20～25.c，３３～34,5%o

in50mlayer・

Thevariationinthebodylengthlaywithintherangｅｏｆｌ４０～200ｃｍ，ａｎｄ

theaveragesizeofthefishwasascertainedtobewithintherangeofl50～

170ｃｍ.．

文 献

中村広司：台湾近海産旗魚類調査報告台湾水試昭和12年

全Ｊ上：マグロ類とその漁業昭和24年

全 上： 鮪漁業と其漁場昭和26年

盛田友天：魚釣島近海に於けるカジキ漁況と水温との関係について

鹿大水産学部紀要麓２巻第１号（1952）

田ノ上豊隆，江波澄雄：鹿児島湾内産主要魚類の穐況と環境要因についての研究－１

鹿大水産学部紀要第３巻箆２号（1954）

心．


